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はじめに

　ここに，人間発達環境学研究科と発達科学部の平成 27 年度の活動を記録した年次報告書をお届け
する。
　大学の教育研究に係る活動は，この数年，質・量ともに急速に拡がり，その在り方は大きく変わ
りつつある。そのため，1年を単位としてこのように総括する作業は，現在の地点を確認し将来を
見据えていくために，ますます重要になってきている。
　さて，この 1年を振り返ると，学部改革の動きが真っ先に頭に浮かぶ。発達科学部と国際文化学
部を再編統合し国際人間科学部（仮称）を設置する改革は，一昨年 2月に福田学長（当時）から神
戸大学の機能強化改革の一つとして提起され，それ以来様々な議論を重ねてきた。改革は，どんな
ときも，それまで辿った道筋を変更し別の方向へ歩を進めることを要求するため，変化の度合いが
大きければ，誰しも慎重に構える。ましてその提案が外から発せられたものであれば，それと対抗
し守りの姿勢を強くしても不思議ではない。
　しかし逆に，外から押し寄せた改革だからこそ，それと真摯に向き合う必要もある。変化を求め
る側にもそれなりの理由があるはずであり，それを見定めることなく無理矢理独自の道を進もうと
すれば，いつしか時代の流れにひとり残される危険がある。それになにより，長く積み重ねた経験
や知見を価値あるものと自覚するのであれば，それを将来に向けてさらに発展させるため，刻々と
変化する環境のなかで，その経験や知見が最も活きる適合的な場を見いだす努力も必要である。
　この報告書には，構成員全員が，学部改革という大きな転換点に立ち，こうした様々な思いや考
えをいだきながら，しかし現実の世界で一歩でも前に進もうとした数多くの軌跡が記されている。
そこには，学部改革に止まらない，もっと広い観点から将来を見据えた「改革」が含まれている。
　「保守せんがために改革する」，それは以前この場で紹介した 18 世紀イギリスの政治家の言葉であ
るが，そこに込められた意味は，激動の時代に突入した今日の大学に有用なものと映る。大学の使
命が“真理の発見”であり，それを時代を超えた普遍的なものとしていくためには，私たちは，そ
れを可能とする形を求めて挑戦し続けなければならない。
　ここに記録された「改革」の一つひとつを，この 1年間の私たち自身の成果と受け止めつつ，そ
れが次代へとつながりさらに発展していくことを祈っている。

------------------

　最後になりますが，3年間，本当にお世話になりました。大学の姿が急激に変わっていくまさに
そのとき，まったく能力のない私が曲がりなりにも研究科長・学部長の要職を勤めることができた
のは，ひとえに，研究科構成員のみなさまの暖かいご支援があったからにほかなりません。この場
を借りて，御礼申し上げます。

（神戸大学大学院人間発達環境学研究科長・発達科学部長　岡田章宏）
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